
平成 26 年度 第 2 回 南城市地域公共交通会議資料 

 

資料④：有償実験計画（案） 
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1.デマンド交通の運行計画 

1-1.利用対象 

 

 

 

 

 

1-2.運行エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.デマンド交通の運行エリア  

●南城市民及び南城市を訪れる観光客を利用対象とします。（福祉車両ではないため、ひとりで

乗降できることが条件となります） 

●有償化に伴い、南城市民は年齢制限なしで利用できるようになります。 

 

●久高島を除く南城市全域を運行エリアとします。 

●運行エリア内は細分せず、「おでかけなんじぃ」は全域を移動できるものとします。 

●運行エリア外の久高島との連絡は、安座真港での船との乗り継ぎ、市外との連絡は馬天入口バ

ス停など市境のバス停で、路線バスとの乗り継ぎとなります。 

【運行エリア】 

久高島を除く南城市全域 

銭又バス停 

平川バス停 

玉泉洞前バス停 

堀川橋バス停 

安座真港 
馬天入口バス停 

久高島へ 

与那原・那覇方面へ 

那覇方面へ 

那覇方面へ 

那覇方面へ 

糸満方面へ 

糸満方面へ 
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1-3.運行形態 

 

 

 

 

 

1-4.運賃 

 

 

 

 

 

1-5.実験期間 

 

 

 

 

1-6.運行曜日・時間帯 

 

 

 

 

表-1.「おでかけなんじぃ」の運行曜日・時間帯 

項目 内容 備考 

期間 平成 26 年 12 月中旬～ 

平成 27 年 3 月 31 日まで 

年末年始（12/31～

1/3 は運休） 

運行曜日 平日・休日  

運行時間 8～21 時 8 時台～20 時台（1 時

間 間隔便の計 13 便） 

  

●有償実験では、ドア toドア方式で区域運行の「おでかけなんじぃ」を運行します。 

●なお、無償実験時に運行していた「観光おまかせなんじぃ」は、利用者数が少なく観光客も「お

でかけなんじぃ」を利用していたことから、有償実験では運行しないこととしました。 

●「おでかけなんじぃ」の運賃は一律 300円/回とします。 

●運賃の支払は、現金のみとし、乗車時に支払います。 

●なお、未就学児は無料となります。 

●実験期間は、平成 26年 1２月中旬～平成 27年 3 月 31 日（火）の約３ヶ月半の間を予定して

います。 

●年末年始を除く、平日・休日の毎日運行します。 

●運行時間帯は、8～21時で、予約に応じて 1 時間毎に運行します。 
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1-7.予約方法及び予約時間 

 

 

 

 

 

1-8.導入車両 

 

 

 

 

 

  

●「おまかせなんじぃ」は、10人乗り 3 両で運行します。 

●車両は、リース車両を使用します。（南城市がリース車両を調達） 

●「おでかけなんじぃ」は予約制とし、予約はすべて利用者からの電話でのみ受け付けます。 

●予約時間は 8時～21時で、出発の 30分前まで受け付けます。（8 時の便は、前日までに予約） 
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1-9.運行計画のまとめ 

 

表-2.「おでかけなんじぃ」の運行計画 

項目 内容 備考 

利用対象 南城市民及び南城市を訪れる観光

客で、一人で乗り降りできる方。 

南城市民は登録が必要 

有償化に伴い、年齢制

限は撤廃 

運行エリア 久高島を除く南城市全域  

運行形態 ドア to ドア方式の区域運行 「おでかけなんじぃ」

のみ運行 

運賃 一人一律、1 回 300 円 未就学児は無料 

有償実験期間 平成 26 年 12 月中旬 

～平成 27 年 3 月 31 日まで 

年末年始(12/31～

1/3 は運休) 

運行曜日 平日・休日の毎日  

運行時間 8～21 時 8 時台～20 時台（1 時

間 間隔便の計 13 便） 

予約方法 電話のみによる 30 分前までの事

前予約 

 

予約時間 8～21 時 8 時の便は前日までに

予約 

導入車両 10 人乗り 3 台 南城市がリースで調達 
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2.デマンド交通の運営計画 

2-1.運営形態の概略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.デマンド交通の運営体制の概略 

 

図-3.有償実験の運営形態 

 

2-2.デマンド交通のオペレート 

 

 

 

 

 

  

南城市（地域公共交通会議） 

オペレートの委託先 運行の委託先 

利用者 

運行サービスの提供 
予約受付、問い合わせ対応 

予約情報の連絡 
(システムが実施) 

委託 委託 

<南城市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ> <(株)鏡原第一交通> 

●デマンドバスのオペレートは、無償実験からの運用実績がある「南城市シルバー人材センター」

に引き続き運営を委託します。 

●デマンドバスの運行は、公募により交通事業者 1 者を選定し、委託します。（9/4 に株式会社

鏡原第一交通が第一優先契約交渉権者として選定されました） 

●オペレータは利用者からの電話予約を受付、システム（南城市保有）に入力、配車（システム

からドライ－バーに通知）を行います。 

●予約で満車となった場合は、次の便を案内します。 

●また、利用者からの問い合わせやドライバーからの問い合わせについても対応します。 
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2-3.デマンド交通の運行 

（1）有償実験までの準備 

 

 

 

 

 

 

（2）有償実験時の運行 

 

 

 

 

 

  

●有償実験までに委託先の交通事業者は、一般乗合旅客運送事業の申請を行います。「おでかけ

なんじぃ」は区域運行の許可が必要となります。 

●許可申請と並行して、ドライバーを対象に、南城市内の道路網、デマンドの車両で通行できな

い区間、車載器の利用方法等についての研修を行います。 

●「おでかけなんじぃ」は車載器の標示にしたがい運行します。 

●また、乗車時には運賃の収受を行います。（運賃収入は、運行委託先の収入となります） 
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3.有償実験の収支計画 

 

3-1.費用 

 

 

 

 

 

 

表-3.デマンド交通の運行経費(再掲、資料②) 

区分 費目 運行経費(円) 

固定費 システム使用料 75,000 

車両リース料 531,360 

通信運搬費 60,000 

小計 666,360 

変動費 オペレータ人件費 692,500 

運転手人件費 1,530,000 

ガソリン代 643,000 

小計 2,865,500 

計 3,531,860 

 

  

●9 月におけるデマンド交通の運行経費は約 350 万円となっています。 

●運行経費の内訳は、固定費が約 65万円、変動費が約 285 万円/月であり、9月の利用者数

104 人/日より、利用者一人あたりの変動費は 2.7 万円/月となります。 
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3-2.収入 

 

 

 

 

表-4.有償実験時の収入の予測 

項目 
運賃 

200 円 250 円 300 円 350 円 400 円 

無償時の利用者数 

(人/日) 

104 人  104 人 104 人  104 人 104 人  

有償時の利用意向 

（％） 

81％ 50％ 48％ 20％ 20％ 

有償時の利用頻度 

（％） 

86％ 86％ 86％ 86％ 86％ 

有償時の利用者数 

(人/日) 

72 人 

  

45 人 43 人  18 人 18 人 

1 日あたりの収入 

(円/日) 

14,400 円 11,250 円 12,900 円  6,300 円 7,200 円 

月あたりの収入 

(万円/月) 

43.2 万円 33.8 万円 38.7 万円 18.9 万円 21.6 万円 

 

3-3.収支 

 

 

 

 

表-5.有償実験時の収支予測 

区分 
項目 

運賃 

200 円 250 円 300 円 350 円 400 円 

有償時の利用者数(人/日) 72 人  45 人 43 人  18 人 18 人 

収入 月あたりの収入 

(万円/月) 

43 万円 34 万円 39 万円 19 万円 22 万円 

費用 固定費（万円/月） 65 万円 65 万円 65 万円 65 万円 65 万円 

変動費（万円/月） 194 万円 122 万円 116 万円 49 万円 49 万円 

費用計（万円/月） 259 万円 187 万円 181 万円 114 万円 114 万円 

収支(万円/月) ▲216 万円 ▲153 万円 ▲142 万円 ▲95 万円 ▲92 万円 

収支率（収入/費用） 17％ 18％ 22％ 17％ 19％ 

  

●運賃 300 円における利用者数、収入、費用の予測結果より、有償実験の収支は 300円で 142

万円/月の赤字、収支率（収入/費用）は 22％となります。 

●9 月の無償実験の利用状況、平成 25 年度に実施したアンケートで把握した有償時の利用意向

をもとに、有償実験の利用者数を予測すると、運賃 300 円の場合の利用者数は 43 人/日、1

ヶ月間の収入は約 39万円と予想されます。 
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4.有償実験の広報計画 

 

 

 

 

表-6.有償実験の広報計画（案） 

広報媒体 提供情報 実施箇所 

チラシ 

（観光客向け） 

●おもて面に、「おでかけなんじぃ」の概要

を、なか面に、南城市のみどころ情報を掲

載する。 

●チラシには南城市へのアクセス情報や、市

内の見どころ情報も掲載する。 

●市内の宿泊施設、観光施

設、コンビニ 

●那覇空港 

チラシ 

（市民向け） 

●おもて面は、無償実験から有償実験への切

り替えの告知や、「おでかけなんじぃ」の

概略、問い合わせ先・申し込み崎を掲載す

る。 

●うら面には、利用方法、登録を呼びかける

文言、登録用紙、実証運行の説明を掲載す

る。 

●区長を通じた全世帯への

配布 

●市内の公共施設 

ポスター ●デマンドバス実証運行を PR する文言、「お

でかけなんじぃ」の概略、予約先・問い合

わせ先を掲載する。 

●市内の公共施設、観光施

設、宿泊施設 

HP ●掲載情報は、基本的にはポスターと同一と

する。 

●また、HP から観光客向け、市民向けのチラ

シをダウンロードできるように設定する。 

●南城市 HP 

●観光協会 HP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●有償実験の広報は、無償実験時同様に、「チラシ（観光客向け・市民向け）」、「ポスター」、

「HP」での広報を基本に考えます。 
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図-4.ポスター  

現在掲示しているポスター 
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図-5.市民向けチラシ_表 

市民向けチラシ（おもて） 
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図-6.市民向けチラシ_裏 

  

市民向けチラシ（うら） 
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図-7.観光客向けチラシ_表（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8.観光客向けチラシ_裏（案） 

観光客向けチラシ（おもて） 

観光客向けチラシ（うら） 
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5.有償実験の調査計画 

 

 

 

 

表-7.有償実験評価のための調査の概要 

調査名 目的 主な把握項目 手法 実施時期 

登録者アン

ケート 

デマンド交通利用

者の利用実態、評

価、今後の利用意

向等を把握するた

めに実施 

・属性 

・利用状況（頻度、目的、

時間帯等） 

・無償時からの変化 

・導入による効果 

・利用者の評価(満足度、

要望等) 

・今後の利用意向 等 

デマンドシステ

ム登録者で、

H25 アンケー

ト回答者への郵

送配布、郵送回

収 

H27.2～3 

システムデ

ータの整理 

デマンド交通の利

用実態を定量的に

把握するため実施 

・利用者数 

・利用状況（出発地、目

的地、時間帯） 

・デマンドバスの運行状

況（時間帯別の運行本

数、平均乗車人員等） 

等 

システムから

出力データを

もとに集計 

H26.12～

H27.3 のデ

ータを

H27.3 に整

理 

 

 

 

 

 

 

 

●有償実験の評価、検証を行うため「登録者アンケート」と「システムデータの整理」を行いま

す。 


